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1. 学会・発表概要 
本大会は、台湾フランス語教育学会（Association des Professeurs de Français de Taiwan：APFT）

の設立 30 周年を記念して開催された。大会には、主に台湾、日本、ベトナム、インドにおいてフラ
ンス語教育に従事する教師および研究者が集い、活発な意見交換が行われた。 
本大会において報告者は、欧州言語共通参照枠（CECR）が提唱する「行動中心の考え方（Perspective 

actionnelle：PA）」と、日本の教育改革で重視される「資質・能力」との関連性を主題とする口頭発
表を行った。PA とは学習者を社会的行為者として捉える言語教育観であり（Conseil de l’Europe, 2001）、
欧州では今日の言語教育の基盤をなす概念として研究が積み重ねられてきた。一方、日本では一部の
研究者による実証研究を除き（Komatsu, 2016 ; Goujon, 2025）、PA の研究や実践は未だ限定的であ
る。そこで本発表では、日本における PA 導入の意義を検討することを目的として、まず日本の教育
改革及びその重要概念である「資質・能力」について確認した上で、PA において目指される能力観
との比較検討を行った。その結果、両者の目指す教育の方向性には多くの共通点が見られることが明
らかとなり、日本のフランス語教育の発展に向けて PA が有益な視座を提供し得ることを指摘した。 

 
2. 学会参加により得られた成果  
本学会への参加を通じて、主にアジアにおけるフランス語教育の現状と研究動向を把握するとともに、

創意工夫に富んだ多様な教育実践について学ぶことができた。とくに本大会では、生成 AI 技術の教
育的活用に関する議論にとどまらず、あえてこれらの技術に依拠せずに、学習者の認知的側面や身体
的経験を重視する実践に関する発表が多く見られた。人間的な活動を基盤としたこれらの教育実践は、
報告者の研究課題である PA にも通底するものであり、今後 PA の実践方法を検討するうえで有益な
知見を得ることができた。以上のように、本大会への参加は、海外での研究を踏まえ研究を深化させ
る貴重な機会となり、研究活動を国際的に展開していくための重要な経験となった。 

 
3. 今後の展望  
本研究成果は本学会の発表論文集に投稿するとともに、博士論文の一章としてまとめる予定である。

また、今後は日本国内のフランス語教師を対象とした調査を実施することで PA 導入に伴う課題を検
討し、その具体的な実践方法を提案することを目指す。これらの調査結果を踏まえて博士論文を執筆
し、本学に提出する。 
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